















 国保都道府県単位化にあたり、厚生労働省は 2016 年 4 月 28 日付けで「納付金及び標準
保険料率の算定方法について（ガイドライン）」（厚生労働省保険局長通知保発 0428 第 17
号、以下ガイドライン）を発表した。それによると市町村ごとの納付金基礎額（ｃ）は次
の計算式で求められる。 
 ｃ＝Ｃ ×｛１＋α・（年齢調整後の医療費指数－１）｝ 












































































































 図 2 でみたように、βすなわち所得のシェアを反映させる度合いを変化させたときの影
響は、αを変化させたときに比べると小さい。「ガイドライン」では、βは所得の全国平均
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表 1 医療サービスへのアクセス条件 
1km2 あたり医療機関 1000 人あたり病床 
野々市市 3.83 七尾市 0.15 内灘町 33.91 能美市 10.64
金沢市 0.96 白山市 0.09 七尾市 28.49 羽咋市 8.84 
内灘町 0.84 中能登町 0.08 金沢市 21.76 志賀町 8.37 
かほく市 0.37 穴水町 0.07 加賀市 19.26 宝達志水町 7.59 
能美市 0.37 輪島市 0.06 かほく市 18.67 輪島市 7.46 
川北町 0.27 宝達志水町 0.05 能登町 17.08 白山市 5.34 
羽咋市 0.24 志賀町 0.04 珠洲市 13.33 津幡町 3.76 
小松市 0.23 珠洲市 0.04 小松市 13.17 川北町 2.36 
津幡町 0.23 能登町 0.04 穴水町 11.38 中能登町 0.00 
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